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１．事業目的

プ ジ
原子炉圧力容器（RPV）と原子炉格納容器（PCV）のバウンダリ機能が喪失した

状態 炉心燃料を 出すため を補修 バウ ダ を 構築 水

プロジェクトの背景、目的

状態で炉心燃料を取り出すためには、PCVを補修してバウンダリを再構築し、水
で満たした状態にすることを想定している。

しかしPCV近傍は高線量下で狭隘部もあり、またPCV下部(圧力抑制室等)が浸水
している。こうした環境で損傷箇所を特定する技術はいまだに確立されていない。

このため、高線量・狭隘・水中環境における点検調査工法と装置の開発が必要
である。

平成２３年度における事業の目標
漏えい箇所の検討
・シビアアクシデントで生じる圧力変動や温度変動等によりPCVが受ける影響、並
びにPCVの材質 強度 構造等の設計情報等に基づき シビアアクシデント等でびにPCVの材質・強度・構造等の設計情報等に基づき、シビアアクシデント等で
損傷する可能性のある箇所を想定する。

既存技術の調査
損傷想定箇所を当該環境下（高線量 狭隘 水中等）で点検調査するために必要・損傷想定箇所を当該環境下（高線量・狭隘・水中等）で点検調査するために必要
な要素技術や遠隔操作技術等について、既存技術を調査する。

調査工法の検討
点検調査工法や装置の開発に有益な情報を得るための現地調査を行う
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・点検調査工法や装置の開発に有益な情報を得るための現地調査を行う。
・上記を踏まえ、最適な点検調査工法を開発する。



全体計画の立案
２．事業概要(1/4)
全体計画の立案
事業の実績： ・具体的な作業がイメージできるレベルに項目をブレイクし、開発工程を立案した。平成２３年度

実績としては漏えい箇所の検討、既存技術の調査、及び、調査工法の検討を行うことを計画した。
・インプット／アウトプットの項目及び時期を明確化し、必要情報取得や他研究Prjへのアウトプット

を実施した。

事業の評価： ・研究開発のスケジュールの策定が、計画通り完了しており、研究開発のインプット／アウトプット
進捗 後 程 影響を ぼす うな 延がなく作業が進 るの進捗については、後工程に影響を及ぼすような遅延がなく作業が進んでいる。

・計画スケジュールに対し、完了時期を延期している項目があるが、後工程に影響が出ないよう

に工程調整を行う。

電共研工程

１．点検調査工法の開発

２．点検調査装置の開発

３ 実機適用性評価 装置改良

12/下12/上11/下No 主要案件

点検調査工法の開発

点検調査装置の開発（設計）

３．実機適用性評価・装置改良

1 全体計画 T H M

v
漏えい箇所の洗い出し
⇒鋼製シェル、ハッチ、エアロック、ベント管、ペネ

No. ＩＮＰＵＴ条件 要求事項詳細（具体的に） INPUTﾃﾞｰﾀを必要な理由 必要時期

－ － － － －

漏えい原因(環境条件)の洗い出し
⇒溶融デブリ、水素爆発、熱、内圧、地震、腐食起因

漏えいパターンの洗い出し
⇒変形、破断、溶融、破裂、腐食

2
漏えい箇所の検討
　・ＰＣＶ・Ｓ/Cトーラス室　損傷箇所推定
　　(1F-1,2,3構造より)

○◎

①
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ状況中の
ﾌﾟﾗﾝﾄﾃﾞｰﾀ

･PCV温度
・RPV水位
・PCV圧力

・漏えい原因の洗出し
・漏えいパターンの洗出し

2011年

②
・事故時の格納容器耐性評価
・格納容器電気ペネトレーションの特性

・PCV耐圧限界
・有機シール耐熱・耐圧限界
　（破損条件の確認のため）

・漏えい箇所の洗い出し
・漏えい原因の洗い出し
・漏えいパターンの洗出し

2011年

変形、破断、溶融、破裂、腐食

調査報告書の作成

評価
(部位・原因・パターンの組合せによる)

③ 地震時の強度評価
・地震動の大きさ、許容値に対
する結果

・漏えい箇所の洗い出し
・漏えい原因の洗い出し
・漏えいパターンの洗出し

2011年

④
ｼﾋﾞｱｱｸｼﾃﾞﾝﾄ時の燃料挙動に関する
解析評価結果（MAAP）

・溶融炉心位置
・PCV内圧力
・PCV内温度

・漏えい箇所の洗い出し
・漏えい原因の洗い出し

2011年

走行系装置の調査

観測 計測装置の調査

◎○ 耐環境技術の調査○

操作系装置の調査

既存技術の調査3

3
全体工程

⑤ PCV満水時の強度評価 評価結果（脆弱な箇所）
・漏えい原因の洗出し
・漏えいパターンの洗出し

2011年

インプット/アウトプット



２．事業概要(2/4)
漏え 箇所の検討漏えい箇所の検討
事業の実績： ・格納容器バウンダリにおいて構造的観点より、検討部位をPCVシェル、貫通部、隔離弁の３つに

分類した 分類ごとに損傷評価の必要な部位の抽出を完了してリスト化し 整理した 現在 これ

事業の評価： ・シビアアクシデントの影響による損傷の要因の評価値の設定は 詳細に実施しているために

分類した。分類ごとに損傷評価の必要な部位の抽出を完了してリスト化し、整理した。 現在、これ
らのうち、損傷の可能性がある部位の抽出作業を実施中であり、損傷要因の評価値の設定根拠
の明確化が必要。当初計画（３月末完了）より約１ヶ月延期して4月末までにまとめる予定である。

対象箇所 調査箇所の評価

事業の評価： ・シビアアクシデントの影響による損傷の要因の評価値の設定は、詳細に実施しているために
時間をかけているが、後工程である調査・点検装置の開発・設計に影響が出ないように並行

作業等の工程調整を行う。

①高温下の許容応力低下による損傷※２ ①ｽﾘ ﾌﾞと建屋壁間のｷﾞ ﾌﾟからの漏えい

49 直管 Ｒ/Ｂ２階 X-16B CS系 （炉心ｽﾌﾟﾚｲ） 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

①高温下の許容応力低下による損傷※２ ①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい

49 直管 Ｒ/Ｂ２階 X-16B CS系 （炉心ｽﾌﾟﾚｲ） 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 直管 Ｒ/Ｂ３階 X-25 D/Wベント 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

49 直管 Ｒ/Ｂ２階 X-16B CS系 （炉心ｽﾌﾟﾚｲ） 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 直管 Ｒ/Ｂ３階 X-25 D/Wベント 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 計装配管 トーラス X-206A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

28 直管 トーラス X-227 FCS系 戻り 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可能
性有り。

29 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-7A 主蒸気 MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

30 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-7B 主蒸気 MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

31 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-7C 主蒸気 MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

① ※２ ① ﾞ ﾞ ﾟ

２．貫通部

1
ベロー付き

貫通部
Ｒ/Ｂ２階 X-11A IC系 戻り（復水） 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ × ○

①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ
②代表ペネ

ペネについては代表ペネを選定

2
ベロー付き

貫通部
Ｒ/Ｂ２階 X-11B IC系 戻り（復水） 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ × ○

①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ
②代表ペネ

ペネについては代表ペネを選定

3
ベロー付き

貫通部
Ｒ/Ｂ２階 X-14 CUW系 取出し 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ × ○

①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ
②代表ペネ

ペネについては代表ペネを選定

4
ベロー付き

貫通部
Ｒ/Ｂ２階 X-15 CUW系 戻り 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ × ○

①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ
②代表ペネ

ペネについては代表ペネを選定

5
ベロー付き

Ｒ/Ｂ３階 X-10A ＩＣ系蒸気供給 熱交室 1 400 520 780 0 84 0 87 0 84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ × ○
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

※２ ◎
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ
②

ペネについては代表ペネを選定

解析値1 解析値2 解析値1 解析値2
（2011.11.30) （2012.03.12) （2011.11.30) （2012.03.12)

１．PCVシェル

1 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ４階 ＰＣＶ トップヘッド - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 冠水時にﾄｯﾌﾟﾍｯﾄﾞ開放されるため調査対象外

2 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ４階 ＰＣＶ トップヘッドフランジ - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ × - ○ ○ ○ ○ 過温によるシール部漏えい - - 冠水時にﾄｯﾌﾟﾍｯﾄﾞ開放されるため調査対象外

3 Ｄ／Ｗ
Ｒ/Ｂ

２階～３階
ＰＣＶ 円筒部 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 代表部としてナックル部について調査実施※１

4 Ｄ／Ｗ
Ｒ/Ｂ

１階～地下階
ＰＣＶ 球殻部 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○※４ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 代表部としてナックル部について調査実施※１

環境条件の洗い出し
（漏えい発生要因 と 漏えい評価）

調査
要否

解析値

対象選定理由
備考

シビアアクシデント時

部位

No.
機器名
貫通部
番号

部　　位
詳細設置場所

小部屋名
(未記載；広間)

員数区分け
設置
フロア

プラントデータ
（東電HPから）

温度圧力
(内圧)

地震

その後解析値

漏えい箇所の調査

漏えいパターンの洗い出し
　影響、損傷形態

腐食

温度℃ 圧力Mpa
評価

調査、点検の要否と対象箇所

実測値 実測値 冠水
(ｳｪﾙ満水)

溶融
燃料

照射水素爆発
(内圧-外圧)

49 直管 Ｒ/Ｂ２階 X-16B CS系 （炉心ｽﾌﾟﾚｲ） 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌ と建屋壁間のｷ ｬｯﾌ からの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 直管 Ｒ/Ｂ３階 X-25 D/Wベント 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 計装配管 トーラス X-206A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

51 計装配管 トーラス X-206B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

52 計装配管 トーラス X-219A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

①シビ クシデ 時 相当 温度

50 直管 Ｒ/Ｂ３階 X-25 D/Wベント 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘ ﾌ と建屋壁間のｷ ｬｯﾌ からの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 計装配管 トーラス X-206A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

51 計装配管 トーラス X-206B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

52 計装配管 トーラス X-219A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

53 計装配管 トーラス X-219B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

50 計装配管 トーラス X-206A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

51 計装配管 トーラス X-206B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

52 計装配管 トーラス X-219A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

53 計装配管 トーラス X-219B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

②代表部として 重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

51 計装配管 トーラス X-206B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

52 計装配管 トーラス X-219A 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

53 計装配管 トーラス X-219B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

54 計装配管 トーラス X-220 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管 直管代表箇所に

32 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-7D 主蒸気 MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

33 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-8 主蒸気ドレン MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

34 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-9A 主給水 MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

35 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-9B 主給水 MSﾄﾝﾈﾙ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

36 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-12 SHC系 取出し SHCポンプ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

37 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-17 RPVヘッドスプレイ 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

38 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-20 所内用給水 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

39 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-21 所内用空気 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

40 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-22 計装用空気 1 400 520 780 0 84 0 87 0 84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②

5
貫通部

Ｒ/Ｂ３階 X 10A ＩＣ系蒸気供給 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ × ○ ○ × ○
②高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎

②代表ペネ
ペネについては代表ペネを選定

6
ベロー付き

貫通部
Ｒ/Ｂ３階 X-10B ＩＣ系蒸気供給 熱交室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ × ○

①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ
②代表ペネ

ペネについては代表ペネを選定

7 二重管 Ｒ/Ｂ２階 X-41 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 貫通部

8 直管 トーラス X-18 D/W床ドレン 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

9 直管 トーラス X-23 RCW冷却水（供給） 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

10 直管 トーラス X-24 RCW冷却水（戻り） 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

11 直管 トーラス X-26 AC系 D/W送気 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

12 直管 トーラス X-48 D/W機器ドレン 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

13 直管 トーラス X-204A リングヘッダ抜出し 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

5 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ２階 ＰＣＶ ナックル部 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ ◎※１ 溶接部※１ 不連続形状で応力集中する箇所のため代表部と
する

6 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ地下階 ＰＣＶ サンドクッション部 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 代表部としてナックル部について調査実施※１

7 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ スタビライザ取付部 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 代表部としてナックル部について調査実施※１

8 Ｓ／Ｃ トーラス室 ＰＣＶ 円筒部 - 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ - - ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。

②代表部としてナックル部について調査実施※１

9 Ｓ／Ｃ トーラス室 ＰＣＶ 斜め継ぎ部 - 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ - - ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。

②代表部としてナックル部について調査実施※１

10 Ｓ／Ｃ トーラス室 ＰＣＶ 支持脚取付部 - 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ - - ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※１ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。

②代表部としてナックル部について調査実施※１

シビアアクシデント時 Ｄ/W相当の温度だった可能

53 計装配管 トーラス X-219B 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

54 計装配管 トーラス X-220 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

55 計装配管 トーラス X-221 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

56 計装配管 トーラス X-223 試料採取 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

①ｽﾘ ﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬ ﾌﾟからの漏えい

②代表部 管、直管代表箇所

　ついて調査実施※１

54 計装配管 トーラス X-220 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

55 計装配管 トーラス X-221 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

56 計装配管 トーラス X-223 試料採取 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

57 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

※ ※ ①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい

54 計装配管 トーラス X-220 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

55 計装配管 トーラス X-221 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

56 計装配管 トーラス X-223 試料採取 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

57 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

58 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

① ﾞと建 壁 ｷﾞ ﾟから

②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

55 計装配管 トーラス X-221 計装 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

56 計装配管 トーラス X-223 試料採取 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ - -

①シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度
　だった可能性有り。
②代表部として二重管、直管代表箇所に

　ついて調査実施※１

57 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

58 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

59 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27C 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

装 管 階 料 ※2 ※２ 表
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい

40 直管 Ｒ/Ｂ１階 X 22 計装用空気 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ × ○ △ ○ ○
②地震による損傷の可能性あり※３

◎ 代表ペネ
②ペネについては代表ペネを選定

41 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-30E PLRポンプパージ水 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

42 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-36 CRD戻り 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

43 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-37A CRD挿入 24 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

44 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-38A CRD引抜き 24 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

45 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-37B CRD挿入 24 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

46 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-38B CRD引抜き 24 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

47 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-37C CRD挿入 30 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

48 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-38C CRD引抜き 30 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

②地震による損傷の可能性あり

14 直管 トーラス X-204B リングヘッダ抜出し 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

15 直管 トーラス X-204C リングヘッダ抜出し 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

16 直管 トーラス X-205 AC系 S/C送気 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

17 直管 トーラス X-210A S/C戻り 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

18 直管 トーラス X-210B S/C戻り 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

19 直管 トーラス X-211A CCS系 S/Cスプレイ 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

20 直管 トーラス X-211B CCS系 S/Cスプレイ 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

21 直管 トーラス X-212 CUW系 ブローダウン 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

①高温下の許容応力低下による損傷※２ シビアアクシデント時 Ｄ/W相当の温度だった可

P
C

D/W

トップヘッド

トップヘッドフランジ

円筒部

球殻部

ナックル部

その
他

ウェルシールベローズ

燃料交換ベローズ

S/Cハッチ

ベロー付貫通部

重管

11 Ｓ／Ｃ トーラス室 ＰＣＶ ベント管ベローズ - 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ - - ○ × ○ ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食 ◎ ﾍﾞﾛｰｽﾞ
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可能
性有り。

12 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ ◎※１ ｼｰﾙ部
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

13 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

14 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

15 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

16 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

17 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

18 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

19 その他 Ｒ/Ｂ３階 ＰＣＶ シアラグ点検口 - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - -
貫通部が無くアクセス困難なため、Ｘ－２５ペネ近
傍のペネを代表部とする

※４；詳細確認中

解析値1 解析値2 解析値1 解析値2
（2011.11.30) （2012.03.12) （2011.11.30) （2012.03.12)

１．PCVシェル

1 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ４階 ＰＣＶ トップヘッド - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×
※１ -

2 Ｄ／Ｗ Ｒ/Ｂ４階 ＰＣＶ トップヘッドフランジ - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ × -

環境条
（漏えい発生要

解析値 シビアアクシデント時
No.

機器名
貫通部
番号

部　　位
詳細設置場所

小部屋名
(未記載；広間)

員数区分け
設置

フロア

プラントデータ
（東電HPから）

温度圧力
(内圧)

地震

解析値
温度℃ 圧力Mpa

実測値 実測値 溶融
燃料

57 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌ と建屋壁間のｷ ｬｯﾌ からの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

58 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

59 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27C 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

60 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27D 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

61 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27E 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27F PLRポンプパージ水 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

63 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

64 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30C 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

58 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘ ﾌ と建屋壁間のｷ ｬｯﾌ からの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

59 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27C 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

60 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27D 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

61 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27E 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27F PLRポンプパージ水 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

63 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

64 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30C 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

65 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30D 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

59 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27C 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

60 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27D 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

61 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27E 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27F PLRポンプパージ水 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

63 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

64 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30C 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

65 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30D 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

66 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30F 計装 1 400 520 780 0 84 0 87 0 84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
② 表 を 定

60 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27D 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘ ﾌ と建屋壁間のｷ ｬｯﾌ からの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

61 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27E 試料採取 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-27F PLRポンプパージ水 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

62 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30A 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

63 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30B 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

64 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30C 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

65 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30D 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

66 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30F 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

49 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-37D CRD挿入 24 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

50 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-38D CRD引抜き 24 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

43 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-39A PCVスプレイ 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

44 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-39B PCVスプレイ 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

45 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-42 SLC系 注入 SHCポンプ室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

46 直管 Ｒ/Ｂ１階 X-53 HPCI系 蒸気取出し エアロック室 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

47 直管 Ｒ/Ｂ２階 X-13 SHC系 戻り 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 △ ○ ×※2 - ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

※３
◎ 代表ペネ

①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネに いては代表ペネを選定

22 直管 トーラス X-218 FCS系 戻り 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

23 直管 トーラス X-224A CS系 吸込み 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３ ◎ 代表ペネ
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

24 直管 トーラス X-224B CS系 吸込み 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

25 直管 トーラス X-225A CCS系 吸込み 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

26 直管 トーラス X-225B CCS系 吸込み 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。

27 直管 トーラス X-226 HPCI系 吸込み 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 △ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
①高温下の許容応力低下による損傷※２

②地震による損傷の可能性あり※３
◎ 代表ペネ

シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可
能性有り。
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機器ハッチ

閉止フランジ

②高温下の許容応力低下による損傷※ 傍のペネを代表部とする

20 その他 Ｒ/Ｂ４階 X-4 トップヘッドハッチ - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 冠水時にﾄｯﾌﾟﾍｯﾄﾞ開放されるため調査対象外

21 その他 Ｒ/Ｂ４階 - ウェルシールベローズ - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ × ○
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 冠水時にﾄｯﾌﾟﾍｯﾄﾞ開放されるため調査対象外

22 その他 Ｒ/Ｂ４階 - 燃料交換ベローズ - 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※１ - ○ ○ × ○
①ﾍﾞﾛｰｽﾞ部の海水腐食

②高温下の許容応力低下による損傷※１ - - 冠水時にﾄｯﾌﾟﾍｯﾄﾞ開放されるため調査対象外

23 その他 トーラス X-200A トーラスハッチ - 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ ◎ ｼｰﾙ部
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可能
性有り。

24 その他 トーラス X-200B トーラスハッチ - 1 100 140 130 0.79 0.86 0.82 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
①過温によるシール部漏えい

②高温下の許容応力低下による損傷※１ ◎ ｼｰﾙ部
シビアアクシデント時、Ｄ/W相当の温度だった可能
性有り。

3 Ｄ／Ｗ
Ｒ/Ｂ

ＰＣＶ 円筒部 - 1 400 520 780 0 84 0 87 0 84 ○ ○ ×
※１ -

計装配管 / 階 計装 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷 ◎ 代表 ネ
②ペネについては代表ペネを選定

65 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30D 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

66 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30F 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

②ペネについては代表ペネを選定

66 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X-30F 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ ×※2 - ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷※２ ◎ 代表ペネ
①ｽﾘｰﾌﾞと建屋壁間のｷﾞｬｯﾌﾟからの漏えい
②ペネについては代表ペネを選定

66 計装配管 Ｒ/Ｂ１階 X 30F 計装 1 400 520 780 0.84 0.87 0.84 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 高温下の許容応力低下による損傷 ◎ 代表ペネ
②ペネについては代表ペネを選定S/C
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他
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真空破壊弁

隔離弁



２．事業概要(3/4)
既存技術調査
事業の実績： ・本開発に必要な要素技術を検討し、当該技術とそのベンダー調査を実施して、技術カタログを

作成中。技術カタログWSおよび国際ワークショップ／シンポジウムの公募取り纏めに時間を

既存技術調査

事業の評価： ・技術カタログの取りまとめには、より広く技術を収集するため時間をかけて実施している。後工程である
調査・点検装置の開発・設計に影響が出ないように並行作業等の工程調整を行う。

作成中。技術カタログWSおよび国際ワ クショップ／シンポジウムの公募取り纏めに時間を

要しており、当初計画（３月末完了）より約１ヶ月延期して４月末集約の予定である。

技術カタログ　ベンダリスト（格納容器（PCV）漏えい箇所特定技術の開発） 技術カタログ
分類 移動機構（取扱装置 作業装置含む）

調査 点検装置の開発 設計に影響が出ないように並行作業等の工程調整を行う。
・当初計画からの改善点として、より多くの技術を収集するために、技術カタログワークショップ及び

国際ワークショップ／シンポジウムを通して、広く国内外の既存技術を公募及び評価し、カタログを作成中。

分類
必要技術

（構成要素）
技術概要
（ニーズ）

技術を保有するベンダ 備考

バブ日立工業（株）

日立GEﾆｭｰｸﾘｱ・ｴﾅｼﾞｰ㈱

広和㈱

（有）浦上技術研究所

SEABOTIX

分類 移動機構（取扱装置、作業装置含む）
タイトル 遊泳型ＲＯＶ
出典 火原協講演論文誌、日立評論、電気評論、他
１．技術内容（特徴、使用、性能など）

６基のスラスタにより、左右並進、旋回、昇降の動作を実現。スラスタの駆動軸やカメラの回転軸な

どの軸シール部を無くし、長寿命化。ＣＣＤカメラは、水平方向（パン）３６０ﾟ回転と、上下方向（チル

ト）０～９０ﾟ回転の動作範囲を持ち、狭隘な炉底部においても装置本体の姿勢を変えることなく様々

VideoRay

（株）キュー・アイ

ビー・エル・オートテック（株）

株式会社　IHI検査計測

トピー工業

IHIエアロスペース

三菱電機特機システム

・トーラス室内水中を遊泳し
　て壁面の状況を調査可能
　な装置
・ﾄｰﾗｽ室外部から室内へ
　侵入し、S/C上面に位置
　する真空破壊弁、ハッチ

移動機構

表. 遊泳型ＲＯＶの主な仕様 

項目 仕様 

寸法 W120mm×H352mm×L250mm 

気中重量 約 6kg 

推進用スラスタ 2 基

垂直
スラスタ

垂直推進用
スラスタ

250mm

352mm

120mm

な方向のＶＴを実施することが可能。

三菱電機特機システム

iRobot

Inuktun

AAIジャパン

Adept Technology

コンテック 無線装置

アドバンテック 無線装置

　類を調査することが出来
　る装置
・本機構には、遠隔操作の
　ための制御装置及び通
　信装置を含む

移動機構

推進機構 
推進用スラスタ 2 基、

左右並進・旋回・昇降スラスタ 4 基 

カメラ 

CCD カメラ，照明用 LED 

パン：360  ゚

チルト：0～90 ﾟ(水平) 

耐環境性 耐放射線性、耐水圧構造（0.3MPa） 

スラスタスラスタ

パン

（株）ハイボット 制御装置

MAXON MOTOR 制御装置

双葉電子工業

朝日音響

HBCラディオマチック・ジャパン

通信装置 移動機構に含む －

制御装置 移動機構に含む －

ﾄｰﾗｽ室壁面
および

S/C上面
調査ﾛﾎﾞｯﾄ

【特に求められる技術】

水中移動 S/C上の

２．実績

原子力プラント用途に実績有り。

 カメラ
ユニット

チルト

図．遊泳型ＲＯＶの概観

三菱重工

安川電機

リバスト

OC Robotics

Framatome

Kuraft Teleborotics

・トーラス室内水中におい
　て、　壁面の漏えい状態

を確認する装置

・水中移動、S/C上の

走行等により干渉物

を回避してトーラス

室壁面、S/Cのハッ

チ等にアクセスする

こと

・濁水中で微量な水

の漏えいを検知し、

可否
可・否

３．福島第一原子力発電所への適用可否（技術課題、根拠など）
適用課題 備考・根拠など（定量的に）

放射線環境での使用 実績有り。最大300Ｇｙ程度
ベンダリストの例 カタログの例



２．事業概要(4/4)
調査工法の検討
事業の実績： ・漏えい可能性のある部位に対し、アクセスルートと周囲の干渉物を可能な範囲で確認した。

到達方法や観察方法についても検討中。
今後 至近に実施する現場調査の情報も取り込み 当初計画（３月末完了）より約３ヶ月延期して

調査工法の検討

事業の評価： ・現場状況等の情報取得に時間をかけているが、後工程である調査・点検装置の開発・設計に
影響が出ないように並行作業等の工程調整を行うこととする。

・今後、至近に実施する現場調査の情報も取り込み、当初計画（３月末完了）より約３ヶ月延期して
6月末までにまとめる予定である。

アクセスルート検討

室

影響 出な う 行作業等 程調整を行う する。
当初計画からの改善点として、現場情報を具体的に収集するために類似プラントである1F-5の

現地調査を実施しアクセスルート・干渉物等を確認した。

90°

エアロック室内 エアロック室

出入口扉

遮へい体

P.N

X44

60

X43

干渉物検討

SHCポンプ室

33
80

X27 X50

OP.14160（床上高3960）

99
0

66

84
0

99
0

X49

54
0

X101B

0° 180°

MSトンネル室

ｴｱﾛｯｸ室

貫通部対象範囲

7530
10

X2
X53

200A‐HPCI‐021

X5495
0

340°

73
40

（
床

上
高

）

TIP室

大物搬入口

総合ステージ階段

遮へい体

973

40
5

270°

遮へい体



格納容 箇 特定技術

３．今後の計画(1/2)
格納容器漏えい箇所特定技術の開発



３．今後の計画(2/2)

平成 年度における事業 目標

 点検調査工法 検討

平成２４年度における事業の目標

 点検調査工法 検討

・点検調査工法 検討・装置設計のうち、調査工法の検討が当初計画より、完了

時期を延期したため、PCV漏えい箇所調査開始予定時期に影響がない範囲で完了

する。

8

点検調査工法 装置設計

・開発した点検調査工法に基づき当該環境下（高線量・狭隘・水中等）で想定開発した点検調査 法に基 き当該環境下（高線量 狭隘 水中等）で想定

箇所等を点検調査するために必要な装置の開発、設計を実施する。



４．格納容器漏えい箇所特定技術の開発体制

格納容器漏えい箇所特定技術の開発 （幹事会社 日立ＧＥ）

機器・装置開発サブワーキング

報告 管理

格納容器漏えい箇所特定技術の開発

漏えい箇所の検討 ◎東芝 日立ＧＥ

（幹事会社：日立ＧＥ）

漏えい箇所の検討 ◎東芝、日立ＧＥ

既存技術の調査 ◎三菱重工、東芝、日立ＧＥ

調査工法の検討 ◎日立ＧＥ、東芝、三菱重工

ＰＣＶ Ｓ／Ｃ トーラス室調査・点検装置開発ＰＣＶ Ｓ／Ｃ ト ラス室調査 点検装置開発

トーラス室壁面調査ロボット ◎日立ＧＥ

Ｓ／Ｃ下部外面調査ロボット

ベント管 Ｄ／Ｗ接合部調査ロボ ト

◎東芝

◎東芝ベント管－Ｄ／Ｗ接合部調査ロボット

Ｄ／Ｗ外側開放部調査ロボット

◎東芝

◎三菱重工

Ｄ／Ｗ外側狭隘部調査ロボット ◎日立ＧＥ


